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(57)【要約】
【課題】内燃機関を潤滑する方法を提供すること
【解決手段】少なくとも１６００キロワットの出力を備えた内燃機関を潤滑組成物で潤滑
させる方法であって、以下の工程を包含する：（１）該内燃機関の１つ以上の性能特性を
モニターする工程；（２）潤滑組成物に所望のＴＢＮレベルを与えるように添加剤パッケ
ージを選択して該内燃機関の該性能特性を変える工程；（３）工程（２）の該添加剤パッ
ケージと、（ａ）約２～１２ｍｍ２／ｓの粘度を有し、ライトニュートラル基油を含有す
る成分と、必要に応じて（ｂ）１２ｍｍ２／ｓより高く約４０ｍｍ２／ｓまでの粘度を有
し、ヘビーニュートラル基油またはブライトストックを含有する成分とを混ぜ合わせる工
程；そして（４）工程（３）の該潤滑組成物を該内燃機関に供給する工程。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
明細書に記載の発明。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本願は、ＵＳ　６０／５９２，３５６（２００４年７月２０日）およびＵＳ　６０／６
６０，６５０（２００５年５月１１日）から優先権を主張している。
【０００２】
　（発明の分野）
　本発明は、エンジンの性能をモニターすることにより、それに応じて添加剤パッケージ
を加えることにより、内燃機関を潤滑させる方法に関する。本発明は、さらに、該方法に
適当な組成物に関する。
【背景技術】
【０００３】
　（発明の背景）
　摩耗を減らして清浄度を向上させるために、ディーゼルエンジンまたはガソリンエンジ
ン（例えば、２－ストロークエンジン）用の潤滑粘性のあるオイルに種々の添加剤を添加
することは、公知である。ディーゼルエンジンにおいて、潤滑粘性のあるオイルは、特に
、シリンダーライナーおよびピストンリングの摩耗を減らすために、特に使用される。し
ばしば、エンジンの操作温度および圧力は、シリンダーの内壁にある潤滑粘性のあるオイ
ルの薄膜を破壊するのに十分であり、また、堆積物が原因の摩耗の上昇およびエンジン清
浄度の低下が起こる。
【０００４】
　多くの２－ストロークエンジン（特に、船舶ディーゼルエンジンまたは定置出力ディー
ゼルエンジン）において、２種の潤滑組成物が存在している。１つの組成物は、一般に、
１２ｍｍ２／ｓ未満の粘度を有するシステム油であり、これは、２－ストロークエンジン
のクランクケースを潤滑させるのに使用され、そして低い全塩基価（ＴＢＮ）を有する。
このシステム油は、通常、そのＴＢＮおよび粘度が低いために、シリンダーライナーおよ
びピストンリングを潤滑させるには不適当である。２－ストロークエンジンで使用される
第二の潤滑組成物は、高い粘度およびＴＢＮを有し、そしてシリンダーライナーおよびピ
ストンリングを潤滑させるのに適当である。これは、時には、シリンダー油と呼ばれる。
（本明細書中で報告された全ての粘度は、特に明記しない限り、１００℃で測定された動
粘度である）。
【０００５】
　さらに、船舶または定置出力ステーションに付随した２－ストロークエンジンにおいて
、シリンダーライナーおよびピストンリングを潤滑させるのに適当な十分に調合された典
型的な潤滑組成物は、７０～８０の全塩基価を有する。しかしながら、燃料のイオウ含量
の変化が原因で、必要なＴＢＮの量は、燃焼中に発生する硫酸を中和するのに必要な塩基
の量が変わると共に、変化する。添加剤パッケージ中においてＴＢＮを与える未反応化合
物（例えば、清浄剤）が過剰量で存在すると、堆積物形成の原因となり得る。燃料中のイ
オウ含量の違いを克服するために、ＴＢＮが異なる２種またはそれ以上の潤滑組成物が、
別個に、使用可能である。１つの潤滑組成物は、低イオウ含有燃料に適当な４０～５０の
ＴＢＮを有するのに対して、第二の潤滑組成物は、それより高いイオウ含有燃料に適当な
７０以上のＴＢＮを有する。
【０００６】
　シリンダーの摩耗から生じる堆積物および不純物の量が高くなると、システム油および
／またはシリンダーライナーおよびピストンリングを潤滑させるのに適当な他の未使用油
を汚染することが知られている。システム油および／またはシリンダーライナーおよびピ
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ストンリングを潤滑させるのに適当な油は、汚染されると、汚染物が性能に対して悪影響
を及ぼすのを防止するために、補充する必要がある。
【０００７】
　このシステム油は、「Ｇｕｉｄｅｌｉｎｅｓ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　Ｌｕｂｒｉｃａｔｉｏ
ｎ　ｏｆ　Ｔｗｏ－Ｓｔｒｏｋｅ　Ｃｒｏｓｓｈｅａｄ　Ｄｉｅｓｅｌ　Ｅｎｇｉｎｅｓ
」（４２ページ、セクション８、１９９７）の表題のＣＩＭＡＣガイドラインで規定され
たレベルを超えるレベルまで汚染されると、クランクケースから取り除かれ、新しいシス
テム油が補充される。取り除かれたシステム油は、典型的には、廃棄物処理をかけられる
まで、スラッジタンクで保管される。
【０００８】
　特許文献１は、実際のエンジン条件に応答して潤滑剤の流速の変動を達成するために器
具を使用する方法を開示している。この方法は、塩基価測定のための器具（例えば、ＸＲ
ＦまたはＩＲ）を使って、１つまたはそれ以上のエンジンパラメータを定期的にモニター
する。測定されたエンジンパラメータは、エンジンへの潤滑剤の供給量を測定するために
、使用される。
【０００９】
　特許文献２は、全損潤滑系の１つまたはそれ以上のエンジンパラメータを定期的にモニ
ターして、エンジンパラメータから、操作中にエンジンに適用する改良ベース潤滑剤を作
成ために基油に加える必要がある二次流体の量を計算する方法を開示している。
【００１０】
　特許文献３は、実際の操作条件に応答してエンジン潤滑油の特性をリアルタイムで最適
化する装置および方法を開示している。この方法は、ベース潤滑剤を再循環するシステム
と対象位置での１つまたはそれ以上のシステム条件パラメータとを繰り返し測定すること
による潤滑剤のオンライン改良を包含する。次いで、この方法は、その潤滑剤に添加され
る二次流体の量を計算し、続いて、基油を二次流体と混合して改良ベース潤滑剤を作成し
、そして対象位置に適用する。
【００１１】
　特許文献４は、１５～２７ｍｍ２／ｓ（またはｃＳｔ）の粘度、少なくとも９５の粘度
指数および少なくとも４０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇのＴＢＮを有するディーゼルシリンダー油を
開示している。このオイルは、１００℃で７２５以下のＳＵＳ粘度およびオイルの２～１
５ｗｔ％のポリイソブチレン（これは、１００℃で１５００～８０００ｍｍ２／ｓ（ｃＳ
ｔ）の粘度を有する）を有するニュートラルベースストックである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】米国特許出願第２００３／０１９６６３２　Ａ１号明細書
【特許文献２】米国特許出願第２００３／０１５９６７２　Ａ１号明細書
【特許文献３】米国特許出願第２００３／０１８３１８８　Ａ１号明細書
【特許文献４】国際公開第９９／６４５４３　Ａ１号パンフレット
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　従って、堆積物の形成、摩耗を抑制し廃棄物処理コストを低くする正しい特性を与える
潤滑組成物および方法を提供することが有利である。本発明は、選択された添加剤パッケ
ージを使用して堆積物の形成または摩耗を抑制するような特性を与える潤滑組成物および
方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　（発明の要旨）
　１実施態様では、本発明は、少なくとも１６００キロワットの出力を備えた内燃機関を
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潤滑組成物で潤滑させる方法を提供し、該方法は、以下の工程を包含する：
　（１）該内燃機関の１つまたはそれ以上の性能特性をモニターする工程；
　（２）潤滑組成物に所望のＴＢＮレベルを与えるように添加剤パッケージを選択して、
該内燃機関の該性能特性を変える工程；
　（３）工程（２）の該添加剤パッケージと、（ａ）２ｍｍ２／ｓ～１２ｍｍ２／ｓの粘
度を有し、ライトニュートラル基油を含有する成分と、必要に応じて、（ｂ）１２ｍｍ２

／ｓより高く３５ｍｍ２／ｓまたは４０ｍｍ２／ｓまでの粘度を有し、ヘビーニュートラ
ル基油またはブライトストックを含有する成分とを混ぜ合わせて潤滑組成物を形成する工
程；そして
　（４）工程（３）の該潤滑組成物を該内燃機関に供給する工程、
　ここで、該潤滑組成物は、少なくとも１０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇの全塩基価を有する；そし
て該ライトニュートラル基油を含有する該成分は、内燃機関に利用できるオイルリザーバ
から供給される。
【００１５】
　１実施態様では、本発明は、さらに、少なくとも１６００キロワットの出力を備えた内
燃機関を潤滑組成物で潤滑させる方法を提供し、該方法は、該内燃機関を、以下を含有す
る潤滑組成物と接触させる（すなわち、潤滑させるか供給する）工程を包含する：
　（ａ）２ｍｍ２／ｓ～１２ｍｍ２／ｓのライトニュートラル基油；
　（ｂ）０～２０重量パーセントのヘビーニュートラル基油またはブライトストックであ
って、該ヘビーニュートラル基油またはブライトストックは、１２ｍｍ２／ｓより高く４
０ｍｍ２／ｓまでの粘度を有する；および
　（ｃ）以下を含有する少なくとも１種の性能添加剤：高分子増粘剤、分散剤、耐摩耗剤
、清浄剤またはそれらの混合物；
　ここで、該高分子増粘剤は、存在するとき、８０００より高い重量平均分子量（Ｍｗ）
を有し、そして１２ｍｍ２／ｓ～２９ｍｍ２／ｓの全粘度を該組成物に与える量で存在し
ている；該分散剤または清浄剤は、存在するとき、該潤滑組成物に塩基性を与える；そし
て該組成物は、少なくとも約１０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇの全塩基価を有する。
【００１６】
　１実施態様では、本発明は、さらに、以下を含有する潤滑組成物を提供する：
　（ａ）２ｍｍ２／ｓ～１２ｍｍ２／ｓのライトニュートラル基油；
　（ｂ）ヘビーニュートラル基油またはブライトストックであって、該ヘビーニュートラ
ル基油またはブライトストックは、１２ｍｍ２／ｓより高く３５ｍｍ２／ｓまたは４０ｍ
ｍ２／ｓまでの粘度を有する；および
　（ｃ）以下を含有する少なくとも１種の性能添加剤：高分子増粘剤、分散剤、耐摩耗剤
、清浄剤またはそれらの混合物；
　ここで、該高分子増粘剤は、存在するとき、８０００より高い重量平均分子量（Ｍｗ）
を有し、そして１２ｍｍ２／ｓまたは１５ｍｍ２／ｓ～２６．１ｍｍ２／ｓまたは２９ｍ
ｍ２／ｓの全粘度を該組成物に与える量で存在している；該分散剤または清浄剤は、存在
するとき、該潤滑組成物に塩基性を与える；そして該組成物は、少なくとも１０ｍｇ　Ｋ
ＯＨ／ｇの全塩基価を有する。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　（発明の詳細な説明）
　本発明は、上記内燃機関を潤滑させる方法を提供する。
【００１８】
　本明細書中で使用するライトニュートラル基油およびヘビーニュートラル基油の全ての
粘度測定値は、１００℃であり、そしてｍｍ２／ｓ（またはｃＳｔ）の単位で引用されて
いる。
【００１９】
　１実施態様では、このヘビーニュートラル基油またはブライトストックは、１２ｍｍ２
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／ｓより高く３５ｍｍ２／ｓまでの粘度、別の実施態様では、１２ｍｍ２／ｓより高く４
０ｍｍ２／ｓまでの粘度を有する。
【００２０】
　１実施態様では、この潤滑組成物の全粘度は、１２ｍｍ２／ｓまたは１５ｍｍ２／ｓ～
２６．１ｍｍ２／ｓ、別の実施態様では、１２ｍｍ２／ｓまたは１５ｍｍ２／ｓ～２１．
９ｍｍ２／ｓである。典型的には、１２ｍｍ２／ｓまたは１５ｍｍ２／ｓ～２６．１ｍｍ
２／ｓの全粘度を有する潤滑組成物は、ＳＡＥ　６０等級であり、ＳＡＥ　５０等級の潤
滑組成物は、１２ｍｍ２／ｓまたは１５ｍｍ２／ｓ～２１．９ｍｍ２／ｓの粘度を有する
。
【００２１】
　モニターされ得る内燃機関の性能特性には、摩耗、エンジン負荷、ＴＢＮの変化、堆積
物、または腐食が挙げられ、これらは、直接的または間接的にモニターされ得る。「該内
燃機関の１つまたはそれ以上の性能特性をモニターする工程」との用語は、機械的または
出力の測定だけでなく、さらに、内燃機関における潤滑油の化学的または物理的特性を含
む。摩耗は、多数の技術により測定され、これには、シリンダーライナーから削り取られ
た潤滑剤中に存在している金属または金属酸化物粒子を測定することが挙げられる。内燃
機関の性能をモニターする他の例には、燃料のイオウ含量、エンジン性能および潤滑剤の
ＴＢＮを測定することが挙げられる。内燃機関の性能特性をモニターする可能な技術のさ
らに詳細な説明は、米国特許出願２００３／０１５９６７２で開示されている。
【００２２】
　潤滑組成物に所望のＴＢＮレベルを与える添加剤パッケージの選択は、燃料の特性（例
えば、イオウ含量または上記の他の特性）を分析することにより、決定され得る。１実施
態様では、この燃料のイオウ含量が低い（しばしば、燃料の４ｗｔ％未満）とき、燃焼中
の発生する酸（例えば、硫酸）を中和するのに必要なＴＢＮの量は、少なくなり、その添
加剤パッケージは、より少ない清浄剤を含有し得る。この添加剤パッケージにより与えら
れるＴＢＮは、典型的には、大部分は、この添加剤パッケージ中にオーバーベース化清浄
剤（これは、以下でさらに詳細に記述する）を存在させることにより、提供される。１実
施態様では、この燃料のイオウ含量は、高く（しばしば、燃料の４ｗｔ％を超える）、結
果として、清浄剤から必要なＴＢＮの量は、高くなり得る。
【００２３】
　この潤滑組成物の全塩基価（ＴＢＮ）は、１実施態様では、３０またはそれ以上、別の
実施態様では、４０またはそれ以上、別の実施態様では、５０またはそれ以上、別の実施
態様では、６０またはそれ以上、別の実施態様では、６５またはそれ以上、別の実施態様
では、７０またはそれ以上である。この潤滑組成物のＴＢＮの例には、４０、５０、６０
、６５、７０、８０または１００が挙げられる。
【００２４】
　工程（２）の選択された添加剤パッケージは、公知方法（例えば、ブレンダー）により
、上で規定した基油と混ぜ合わされる。１実施態様では、このブレンダーは、典型的には
、内燃機関に対して利用可能な場所に位置しており、これは、典型的には、少なくとも１
６００キロワットの出力を有する。１実施態様では、この内燃機関は、少なくとも２００
０キロワット、別の実施態様では、少なくとも３０００キロワット、別の実施態様では、
少なくとも４７００キロワットの出力を有する。
【００２５】
　工程（３）の潤滑組成物は、１実施態様では、「デイタンク」（またはシリンダー油サ
ービスタンク）から、別の実施態様では、貯蔵タンクから、直接的に、内燃機関に供給さ
れる。
【００２６】
　１実施態様では、本発明は、以下を含有する潤滑組成物を提供する：
　（ａ）２ｍｍ２／ｓ～１２ｍｍ２／ｓのライトニュートラル基油；
　（ｂ）ヘビーニュートラル基油またはブライトストックであって、該ヘビーニュートラ
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ル基油またはブライトストックは、１２ｍｍ２／ｓより高く４０ｍｍ２／ｓまでの粘度を
有する；および
　（ｃ）以下を含有する少なくとも１種の性能添加剤：高分子増粘剤、分散剤、耐摩耗剤
、清浄剤またはそれらの混合物；
　ここで、該高分子増粘剤は、存在するとき、８０００より高い重量平均分子量（Ｍｗ）
を有し、そして１５ｍｍ２／ｓ～２９ｍｍ２／ｓの全粘度を該組成物に与える量で存在し
ている；該分散剤または清浄剤は、存在するとき、該潤滑組成物に塩基性を与える；そし
て該組成物は、少なくとも１０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇの全塩基価を有する。
【００２７】
　１実施態様では、本発明は、さらに、以下を含有する潤滑組成物を提供する：
　（ａ）２ｍｍ２／ｓ～１２ｍｍ２／ｓのライトニュートラル基油；
　（ｂ）ヘビーニュートラル基油またはブライトストックであって、該ヘビーニュートラ
ル基油またはブライトストックは、１２ｍｍ２／ｓより高く４０ｍｍ２／ｓまでの粘度を
有する；
　（ｃ）高分子増粘剤；および
　（ｄ）以下を含有する少なくとも１種の性能添加剤：、分散剤、耐摩耗剤、清浄剤また
はそれらの混合物；
　ここで、該高分子増粘剤は、８０００より高い重量平均分子量（Ｍｗ）を有し、そして
１５ｍｍ２／ｓ～２９ｍｍ２／ｓの全粘度を該組成物に与える量で存在している；該分散
剤または清浄剤は、存在するとき、該潤滑組成物に塩基性を与える；そして該組成物は、
少なくとも１０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇの全塩基価を有する。
【００２８】
　１実施態様では、本発明は、以下を含有する潤滑組成物を提供する：
　（ａ）２ｍｍ２／ｓ～１２ｍｍ２／ｓのライトニュートラル基油；
　（ｂ）０～２０重量％のヘビーニュートラル基油またはブライトストックであって、該
ヘビーニュートラル基油またはブライトストックは、１２ｍｍ２／ｓより高く４０ｍｍ２

／ｓまでの粘度を有する；
　（ｃ）高分子増粘剤；および
　（ｄ）以下を含有する少なくとも１種の性能添加剤：、分散剤、耐摩耗剤、清浄剤また
はそれらの混合物；
　ここで、該高分子増粘剤は、８０００より高い重量平均分子量（Ｍｗ）を有し、そして
１５ｍｍ２／ｓ～２９ｍｍ２／ｓの全粘度（またはＳＡＥ　３０～ＳＡＥ　６０（典型的
には、ＳＡＥ　５０）の範囲の粘度等級）を該潤滑組成物に与える量で存在している；該
分散剤または清浄剤は、存在するとき、該潤滑組成物に塩基性を与える；そして該組成物
は、少なくとも１０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇの全塩基価を有する。
【００２９】
　１実施態様では、本発明は、２ｍｍ２／ｓ～１２ｍｍ２／ｓ（典型的には、ＳＡＥ　３
０等級）のライトニュートラル基油および必要に応じて、１２ｍｍ２／ｓより高く４０ｍ
ｍ２／ｓまでの粘度のヘビーニュートラル基油またはブライトストックを有する潤滑粘性
のあるオイルを使用する。このようなオイルには、天然油および合成油、水素化分解、水
素化、ハイドロフィニッシングから誘導されたオイル、未精製油、精製油および再精製油
、およびそれらの混合物が挙げられる。水素処理したナフテン油もまた公知であり、そし
てフィッシャー－トロプシュ気液合成手順により調製されたオイルおよび他の気液オイル
と同様に、使用できる。１実施態様では、本発明の分散剤混合物は、気液オイルで使用す
るとき、有用である。
【００３０】
　このライトニュートラル基油の原料は、１実施態様では、２－ストロークエンジンから
得た新規または使用済みクランクケースシステム油、またはさらにプロセシングすること
なくシステム油タンクから得たシステム油である。１実施態様では、使用済みシステム油
は、シリンダー潤滑剤として有用にするために、添加剤パッケージと共に添加される。１
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実施態様では、使用済みシステム油は、工程（１）のモニタリングデータに基づいて、こ
のシステム油のオイル寿命を延ばすか性能を向上させるために、添加剤パッケージと共に
添加される。
【００３１】
　このヘビーニュートラル基油またはブライトストックは、存在するとき、１実施態様で
は、内燃機関を潤滑させるのに使用される油だめから得た使用済みオイルである。
【００３２】
　１実施態様では、この潤滑組成物は、ＳＡＥ　５０等級の潤滑剤である。
【００３３】
　このライトニュートラル基油は、１実施態様では、この潤滑組成物の４０～９９．９重
量パーセント、別の実施態様では、５０～９９．９重量パーセント、別の実施態様では、
６０～９９．９重量パーセント、別の実施態様では、７０～９９．９重量パーセントで存
在している。
【００３４】
　このヘビーニュートラル基油またはブライトストックは、１実施態様では、この潤滑組
成物の０～３５重量パーセント、別の実施態様では、０～３０重量パーセント、別の実施
態様では、０．０１～２５重量パーセント、別の実施態様では、０．０５～２０重量パー
セントで存在している。１実施態様では、このヘビーニュートラル基油は、この潤滑組成
物の１～２５または５～２０重量パーセントで存在している。
【００３５】
　いくつかの他の実施態様では、ヘビーニュートラル基油またはブライトストックの量は
、この潤滑組成物の０～２０重量パーセント、または０～１０重量パーセントまたは０～
５重量パーセントで存在している。１実施態様では、ヘビーニュートラル基油またはブラ
イトストックの量は、０重量パーセントである。
【００３６】
　（性能添加剤）
　必要に応じて、この潤滑組成物は、少なくとも１種の性能添加剤を含有し、これらは、
金属不活性化剤、高分子増粘剤、分散剤、酸化防止剤、耐摩耗剤、腐食防止剤、耐スカッ
フィング剤、極圧剤、発泡防止剤、解乳化剤、摩擦調整剤、流動点降下剤およびそれらの
混合物からなる群から選択される。典型的には、十分に調合した潤滑油は、１種またはそ
れ以上のこれらの性能添加剤を含有する。
【００３７】
　存在している任意の性能添加剤を合わせた全量は、１実施態様では、この潤滑組成物の
０または０．０１～２５重量パーセント、別の実施態様では、０または０．０１～２０重
量パーセント、別の実施態様では、０または０．０１～１５重量パーセント、別の実施態
様では、０．０５または０．１または０．５～１０重量パーセントである。
【００３８】
　（高分子増粘剤）
　この高分子増粘剤には、スチレン－ブタジエンゴム、エチレン－プロピレン共重合体、
水素化スチレン－イソプレン重合体、水素化ラジカルイソプレン重合体、ポリ（メタ）ア
クリル酸エステル、ポリアルキルスチレン、ポリオレフィン（例えば、ポリイソブチレン
）、ポリメタクリル酸アルキル、および無水マレイン酸－スチレン共重合体のエステルが
挙げられる。１実施態様では、この高分子増粘剤は、ポリイソブチレンを含まない；別の
実施態様では、この高分子増粘剤は、ポリイソブチレンである。１実施態様では、この高
分子増粘剤は、ポリ（メタ）アクリレートである。
【００３９】
　この高分子増粘剤は、いくつかの実施態様では、８０００より高い、または８４００以
上、少なくとも１０，０００、または少なくとも１５，０００、または少なくとも２５，
０００または少なくとも３５、０００の重量平均分子量（Ｍｗ）を有する。この高分子増
粘剤は、一般に、Ｍｗに上限はないが、しかしながら、１実施態様では、そのＭｗは、２
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，０００，０００未満、別の実施態様では、５００，０００未満、別の実施態様では、１
５０，０００未満である。Ｍｗの適当な範囲の例には、１実施態様では、１２，０００～
１，０００，０００、別の実施態様では、２０，０００～３００，０００、別の実施態様
では、３０，０００～７５，０００が挙げられる。
【００４０】
　もし、ポリイソブチレン高分子増粘剤が存在しているなら、その重量平均分子量（Ｍｗ
）は、８０００より高く、または８４００以上、少なくとも１０，０００～１５，０００
または２５，０００である。適当な範囲の例には、８０００より高く２５，０００まで、
または８４００～１５，０００が挙げられる。
【００４１】
　この高分子増粘剤は、１実施態様では、この潤滑組成物の０または０．０１～１５重量
パーセント、別の実施態様では、０．０５～１０重量パーセントで、存在している。
【００４２】
　（耐摩耗剤）
　本発明の１実施態様では、この潤滑組成物は、さらに、耐摩耗剤（例えば、ヒドロカル
ビルジチオリン酸金属）を含有する。ヒドロカルビルジチオリン酸金属の例には、ジヒド
ロカルビルジチオリン酸金属（これは、しばしば、ＺＤＤＰ、ＺＤＰまたはＺＤＴＰと呼
ばれる）が挙げられる。適当なヒドロカルビルジチオリン酸亜鉛化合物の例には、ブチル
／ペンチル、ヘプチル、オクチルおよび／またはノニルジチオリン酸亜鉛塩の反応生成物
またはそれらの混合物が挙げられる。
【００４３】
　代替実施態様では、この耐摩耗剤は、無灰であり、すなわち、この耐摩耗剤は、（他の
成分と混合する前に）金属を含まない。１実施態様では、金属を含まない耐摩耗剤は、ア
ミン塩である。この無灰耐摩耗剤は、しばしば、イオウ、リン、ホウ素またはそれらの混
合物を含めた原子を含有する。
【００４４】
　（清浄剤）
　本発明は、必要に応じて、清浄剤（例えば、オーバーベース化スルホネート清浄剤）を
含む。この組成物のスルホネート清浄剤は、次式で表わされる化合物を含有する：
　（Ｒ１）ｋ－Ａ－ＳＯ３Ｍ　　　　（Ｉ）
ここで、各Ｒ１は、１実施態様では、６個～４０個、別の実施態様では、８個～３５個、
別の実施態様では、１２個～３０個の炭素原子を含有するヒドロカルビル基である；Ａは
、別個に、環式または非環式二価または多価炭化水素基であり得る；Ｍは、水素、金属イ
オンの原子価、アンモニウムイオンまたはそれらの混合物である；そしてｋは、０～５の
整数、例えば、０、１、２、３、４、５である。１実施態様では、ｋは、１、２または３
、別の実施態様では、１または２、別の実施態様では、１である。別の実施態様では、Ｍ
は、水素であり、そして利用可能なＭ要素の３０％未満、別の実施態様では、２０％未満
、別の実施態様では、１０％未満、さらに別の実施態様では、５％未満を占め、Ｍ要素の
残りは、金属またはアンモニウムイオンである。
【００４５】
　１実施態様では、ｋは、１であり、そしてＲ１は、６個～４０個の炭素原子を有する分
枝アルキルである。１実施態様では、ｋは、１であり、そしてＲ１は、６個～４０個の炭
素原子を有する直鎖アルキル基である。
【００４６】
　オーバーベース化スルホネート清浄剤を形成できる適当なスルホン酸の例には、ポリプ
ロペンベンゼンスルホン酸、ウンデシルベンゼンスルホン酸、ドデシルベンゼンスルホン
酸、トリデシルベンゼンスルホン酸、テトラデシルベンゼンスルホン酸、ペンタデシルベ
ンゼンスルホン酸、ヘキサデシルベンゼンスルホン酸およびそれらの混合物が挙げられる
。１実施態様では、このスルホン酸には、トリデシルベンゼンスルホン酸、テトラデシル
ベンゼンスルホン酸、オクタデシルベンゼンスルホン酸、テトラエイコキシルベンゼンス
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ルホン酸またはそれらの混合物が挙げられる。本発明の１実施態様では、このスルホン酸
は、ポリプロペンベンゼンスルホン酸であり、ここで、このポリプロペンは、しばしば、
１８個～３０個の炭素原子を含有する。
【００４７】
　本発明の１実施態様では、このスルホネート成分は、カルシウムポリプロペンベンゼン
スルホネートおよびカルシウムモノアルキルおよびジアルキルベンゼンスルホネートであ
り、ここで、これらのアルキル基は、少なくとも１０個または１２個の炭素、例えば、１
１個、１２個、１３個、１４個、１５個、１８個、２４個または３０個の炭素原子を含有
する。
【００４８】
　Ｍが金属イオンの原子価であるとき、この金属は、一価、二価、三価またはこのような
金属の混合物であり得る。一価であるとき、金属Ｍは、アルカリ金属（例えば、リチウム
、ナトリウムまたはカリウム）を含み、二価であるとき、金属Ｍは、アルカリ土類金属（
例えば、マグネシウム、カルシウムまたはバリウム）を含む。１実施態様では、この金属
は、アルカリ土類金属である。１実施態様では、この金属は、カルシウムである。
【００４９】
　Ａが環式炭化水素基であるとき、適当な基には、フェニレンまたは縮合二環式基（例え
ば、ナフチレン、インデニレン、インダニレン、ビシクロペンタジエニレンまたはそれら
の混合物）が挙げられる。１実施態様では、Ａは、ベンゼン環を含む。
【００５０】
　Ａが非環式二価炭化水素基であるとき、その炭素鎖は、直鎖または分枝であり得る。１
実施態様では、Ａは、非環式直鎖炭化水素基である。
【００５１】
　このオーバーベース化スルホネート清浄剤は、１実施態様では、少なくとも３５０、別
の実施態様では、少なくとも４００、別の実施態様では、少なくとも４２５、別の実施態
様では、少なくとも４５０、別の実施態様では、少なくとも４７５のＴＢＮ（全塩基価）
を有する。１実施態様では、このオーバーベース化スルホネート清浄剤は、４００または
５００のＴＢＮを有する。
【００５２】
　このスルホネート清浄剤は、１実施態様では、この潤滑組成物の０．１～３５重量パー
セント、別の実施態様では、２～３０重量パーセント、別の実施態様では、５～２５重量
パーセント、別の実施態様では、１０～２５重量パーセントで存在している。
【００５３】
　（スルホネート清浄剤のオーバーベース化）
　１実施態様では、このスルホネート清浄剤は、オーバーベースされる。オーバーベース
化物質は、別に、オーバーベース化塩またはスーパーベース化塩と呼ばれるが、一般に、
単一相の均一なニュートン系であり、これは、その金属および金属と反応される特定の酸
性有機化合物の化学量論に従って中和するために必要な金属含量よりも過剰の金属含量に
より、特徴付けられる。これらのオーバーベース化物質は、酸性物質（典型的には、無機
酸または低級カルボン酸、しばしば、二酸化炭素）と、以下を含有する混合物とを反応さ
せることにより、調製される：酸性有機化合物、少なくとも１種の有機溶媒を含む反応媒
体、および促進剤（例えば、フェノールまたはアルコール混合物）。アルコールの混合物
は、典型的には、メタノールと、２個～７個の炭素原子を有する少なくとも１種のアルコ
ールとを含有し、そして５０～６０モルパーセントのメタノールを含有し得る。この酸性
有機物質（基質）は、通常、オイルにて一定程度の溶解度を与えるのに十分な数の炭素原
子を有する。過剰な金属量は、通常、基質：金属比で表わされる。「金属：基質比」また
は「金属比」との用語は、この基質の当量に対する金属の全当量の比である。オーバーベ
ース化スルホネート清浄剤は、典型的には、１２．５：１～４０：１、１実施態様では、
１３．５：１～４０：１、別の実施態様では、１４．５：１～４０：１、別の実施態様で
は、１５．５：１～４０：１、別の実施態様では、１６．５：１～４０：１の金属比を有
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する。さらに、このオーバーベース化清浄剤は、しばしば、低い製造過程粘度および低い
最終粘度を有する。
【００５４】
　５００ＴＢＮを有するスルホネート清浄剤およびその調製は、米国特許第５，７９２，
７３２で開示されている。その実施例２では、５００ＴＢＮ全直鎖アルキルベンゼンスル
ホネートは、ｎ－ヘプタンおよびメタノール中にて、Ｗｉｔｃｏ　Ｃｏｒｐ．（現在では
、Ｃｒｏｍｐｔｏｎとして、知られている）製のアルキルベンゼンスルホネートとＣａ（
ＯＨ）２およびＣａＯとを反応させることにより、そしてＣＯ２を泡立たせることにより
、調製される。前述の特許（５欄）において、非常に分枝したアルキルベンゼンスルホネ
ートを含有する５００ＴＢＮオーバーベース化スルホネートは、Ｐｅｔｒｏｎａｔｅ（登
録商標）Ｃ－５００として、Ｗｉｔｃｏ　Ｃｏｒｐ．（現在では、Ｃｒｏｍｐｔｏｎとし
て、知られている）から入手できる。高い金属比のオーバーベース化スルホネート清浄剤
を調製する他の方法は、米国特許第６，４４４，６２５号（例えば、３欄、下部を参照）
で開示されている。後者の方法は、スルホン酸を反応器に供給する工程、中和およびオー
バーベース化用の石灰反応物を加える工程、低脂肪族Ｃ１～Ｃ４アルコールおよび炭化水
素溶媒を加える工程、およびプロセス混合物を二酸化炭素で炭酸化する工程を包含し、そ
の過程では、この反応の発熱は、２７℃と５７℃の間で維持される。あるいは、高い金属
比の清浄剤は、炭化水素溶媒と共にまたはそれなしで、短鎖アルコールを使用することに
より、石灰反応物および二酸化炭素の添加を複数回反復して行うことにより調製され得、
もし望ましいなら、石灰および二酸化炭素を加える工程および揮発性物質を除去する工程
は、繰り返すことができる。本発明のオーバーベース化スルホネート清浄剤は、単独で、
または他のオーバーベース化スルホネートと併用して、使用され得る。１実施態様では、
このスルホネート清浄剤は、他のスルホネート清浄剤との混合物中にある。あるいは、５
００　ＴＢＮ　スルホネート清浄剤は、調製実施例Ｓ－１で示された方法により、調製さ
れ得る。
【００５５】
　（調製実施例Ｓ－１）
　フランジおよびクリップ、オーバーヘッド攪拌機（パドル付き）およびポリテトラフル
オロエチレン（ＰＴＦＥ）攪拌機グランド、ディーン・スタークトラップおよび二重表面
冷却器、マントル／熱電対温度制御システムを付けた容器を使用して、５００ＴＢＮスル
ホネートの試料を調製するが、この装置は、マントルのすぐ上から、冷却器のすぐ下まで
、ガラスウールで覆われている。この容器に、Ｃ１６～Ｃ２４アルキルベンゼンスルホン
酸３５．１重量部および鉱油（ＳＮ　１５０）３１．８重量部を充填し、そして３０℃ま
で加熱する。この反応器に、ポートを通って、アルコール（これは、メタノールおよびイ
ソブタノール／アミルアルコール混合物を含有する）１１．６重量部を充填する。メタノ
ールとイソブタノール／アミルアルコール混合物との重量比は、１．３１である。この反
応器に、水酸化カルシウム１４．９重量部を充填し、その混合物を５４℃まで加熱し、こ
の温度で、二酸化炭素を加えて、炭酸化生成物を形成する。この炭酸化生成物を、さらに
、水酸化カルシウムおよび二酸化炭素の類似（すなわち、等しい）部分で、もう３回処理
する。ストリッピングにより水を除去した後、アルコール、水酸化カルシウムおよび二酸
化炭素の添加を２回繰り返す。その生成物をストリッピングし、そして濾過する。
【００５６】
　必要に応じて、この潤滑組成物は、さらに、フェネート清浄剤を含有する。このフェネ
ート清浄剤は、公知であり、イオウ含有フェネート、非硫化フェネートまたはそれらの混
合物の中性またはオーバーベース化金属塩が挙げられる。適当な金属塩は、スルホネート
清浄剤について記述したものと同じである。
【００５７】
　このフェネート清浄剤は、１実施態様では、３０～４５０、別の実施態様では、３０～
３５０または２９０、別の実施態様では、４０～２６５、別の実施態様では、５０～１９
０、別の実施態様では、７０～１７５のＴＢＮを有する。１実施態様では、このイオウ含
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有フェネート清浄剤は、１５０のＴＢＮ、別の実施態様では、２２５のＴＢＮ、別の実施
態様では、２５０のＴＢＮを有する。
【００５８】
　他の適当な清浄剤化合物には、サリチレート、カルボキシレート、ホスフェート、サリ
キサレートまたはそれらの混合物が挙げられる。
【００５９】
　（分散剤）
　本発明は、必要に応じて、さらに、分散剤を含む。この分散剤は、公知であり、灰分含
有分散剤または無灰型分散剤が挙げられ、「無灰」分散剤は、その潤滑剤の他の成分と混
合する前に、硫酸塩灰分を形成する金属を含有しないので、そう命名されている。もちろ
ん、混合後は、それらは、他の成分に由来の金属イオンを獲得し得る；しかし、それらは
、依然として、通常、「無灰分散剤」と呼ばれる。この分散剤は、単独で、または他の分
散剤と併用して、使用され得る。１実施態様では、この無灰分散剤は、灰分を形成する金
属を含有しない。無灰型分散剤は、比較的に高分子量の炭化水素鎖に結合された極性基に
より、特徴付けられる。典型的な無灰分散剤には、Ｎ－置換長鎖炭化水素スクシンイミド
（例えば、アルケニルスクシンイミド）が挙げられる。Ｎ－置換長鎖アルケニルスクシン
イミドの例は、１実施態様では、３５０～５０００の範囲、別の実施態様では、５００～
３０００の範囲のポリイソブテニル置換基の数平均分子量を有するポリイソブチレンスク
シンイミドが挙げられる。スクシンイミド分散剤およびそれらの調製は、例えば、米国特
許第４，２３４，４３５号で開示されている。スクシンイミド分散剤は、典型的には、ポ
リアミン（典型的には、ポリ（エチレンアミン））から形成されたイミドである。
【００６０】
　本発明の１実施態様では、この分散剤は、亜鉛とのポリイソブチレンスクシンイミド錯
体を形成するために、ポリイソブチレン、アミンおよび酸化亜鉛から誘導される。
【００６１】
　１実施態様では、この分散剤は、長鎖炭化水素アシル化剤（例えば、長鎖アルケニルコ
ハク酸／無水物）の半エステル、エステルまたは塩から誘導される。
【００６２】
　他の種類の無灰分散剤には、マンニッヒ塩基がある。マンニッヒ分散剤は、アルキルフ
ェノールとアルデヒド（特に、ホルムアルデヒド）およびアミン（特に、ポリアルキレン
ポリアミン）との反応生成物である。そのアルキル基は、少なくとも３０個の炭素原子を
含有する。
【００６３】
　この分散剤はまた、種々の任意の試薬との反応による通常方法により、後処理され得る
。これらには、尿素、チオ尿素、ジメルカプトチアジアゾールまたはそれらの誘導体、二
硫化炭素、アルデヒド、ケトン、カルボン酸、炭化水素置換無水コハク酸、無水マレイン
酸、アクリロニトリル、エポキシド、ホウ素化合物およびリン化合物がある。
【００６４】
　本発明の１実施態様では、この分散剤は、種々の形状のホウ酸（メタホウ酸（ＨＢＯ２

）、オルトホウ酸（Ｈ３ＢＯ３）およびテトラホウ酸（Ｈ２Ｂ４Ｏ７）を含めて）、酸化
ホウ素、三酸化ホウ素、およびホウ酸アルキルからなる群から選択される試薬を使用して
、ホウ酸塩化される。
【００６５】
　このホウ酸塩化分散剤は、ホウ素化合物とＮ－置換長鎖アルケニルスクシンイミドとを
ブレンドすることにより、そしてそれらを、所望の反応が起こるまで、適当な温度（１実
施態様では、８０℃～２５０℃、別の実施態様では、９０℃～２３０℃、別の実施態様で
は、１００℃～２１０℃）で加熱することにより、調製され得る。これらのホウ素化合物
とＮ－置換長鎖アルケニルスクシンイミドとのモル比は、典型的には、１０：１～１：４
、別の実施態様では、４：１～１：３、別の実施態様では、１：２である。この反応を実
行する際には、不活性液体が使用され得る。この液体には、トルエン、キシレン、クロロ
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ベンゼン、ジメチルホルムアミドおよびそれらの混合物が挙げられ得る。
【００６６】
　他の任意の性能添加剤、例えば、酸化防止剤（ジフェニルアミン、ヒンダードフェノー
ル、ジチオカルバミン酸モリブデン、硫化オレフィンおよびそれらの混合物）（１実施態
様では、この潤滑組成物は、酸化防止剤を含まない）；腐食防止剤（これには、オクタン
酸オクチルアミン、ドデセニルコハク酸または無水物および脂肪酸（例えば、オレイン酸
）とポリアミンの縮合生成物が挙げられる）；金属不活性化剤（これには、ベンゾトリア
ゾール、１，２，４－トリアゾール、ベンゾイミダゾール、２－アルキルジチオベンゾイ
ミダゾールまたは２－アルキルジチオベンゾチアゾールが挙げられる）；発泡防止剤（こ
れらは、アクリル酸エチルと、アクリル酸２－エチルヘキシルと、必要に応じて、酢酸ビ
ニルとの共重合体が挙げられる）；解乳化剤（これには、リン酸トリアルキル、ポリエチ
レングリコール、ポリエチレンオキシド、ポリプロピレンオキシドおよび（エチレンオキ
シド－プロピレンオキシド）重合体が挙げられる）；流動点降下剤（これには、無水マレ
イン酸－スチレンのエステル、ポリメタクリレート、ポリアクリレートまたはポリアクリ
ルアミドが挙げられる）；摩擦調整剤（これには、脂肪酸誘導体（例えば、アミン、エス
テル、エポキシド、脂肪イミダゾリン、カルボン酸とポリアルキレン－ポリアミンとの縮
合生成物、およびアルキルリン酸のアミン塩が挙げられる）は、使用され得る。
【００６７】
　（方法）
　本発明はまた、潤滑組成物を調製する方法を含み、該方法は、以下を混合する工程を包
含する：
　（ａ）２ｍｍ２／ｓ～１２ｍｍ２／ｓのライトニュートラル基油；
　（ｂ）ヘビーニュートラル基油またはブライトストックであって、該ヘビーニュートラ
ル基油またはブライトストックは、１２ｍｍ２／ｓより高く４０ｍｍ２／ｓまでの粘度を
有する；および
　（ｃ）以下を含有する少なくとも１種の性能添加剤：高分子増粘剤、分散剤、耐摩耗剤
、清浄剤またはそれらの混合物；
　ここで、該高分子増粘剤は、８０００より高い重量平均分子量（Ｍｗ）を有し、そして
１２ｍｍ２／ｓまたは１５ｍｍ２／ｓ～２９ｍｍ２／ｓの全粘度を該組成物に与える量で
存在している；該分散剤または清浄剤は、存在するとき、該潤滑組成物に塩基性を与える
；そして該組成物は、少なくとも１０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇの全塩基価を有する。
【００６８】
　その混合条件は、１実施態様では、１５℃～１３０℃、別の実施態様では、２０℃～１
２０℃、別の実施態様では、２５℃～１１０℃の温度；そして１実施態様では、３０秒間
～４８時間、別の実施態様では、２分間～２４時間、他の実施態様では、５分間～１６時
間または２０分間～４時間の時間；そして１実施態様では、８６ｋＰａ～２７０ｋＰａ（
６５０ｍｍＨｇ～２０００ｍｍＨｇ）、別の実施態様では、９２ｋＰａ～２００ｋＰａ（
６９０ｍｍＨｇ～１５００ｍｍＨｇ）、別の実施態様では、９５ｋＰａ～１３０ｋＰａ（
７１５ｍｍＨｇ～１０００ｍｍＨｇ）の圧力を含む。
【００６９】
　この方法は、必要に応じて、上記他の性能添加剤を混合する工程を包含する。これらの
任意の性能添加剤は、連続して、別々に、または濃縮物として、加えられ得る。１実施態
様では、この組成物は、濃縮物である。
【００７０】
　（工業用途）
　本発明の潤滑組成物は、内燃機関（例えば、定置内燃機関（例えば、出力ステーション
内燃機関）；ディーゼル燃料機関、ガソリン燃料機関、天然ガス燃料機関または混合ガソ
リン／アルコール燃料機関）に有用である。１実施態様では、この内燃機関は、４－スト
ロークであり、別の実施態様では、２－ストロークエンジンである。１実施態様では、こ
のディーゼル燃料機関は、船舶ディーゼル機関である。
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【００７１】
　１実施態様では、本発明は、内燃機関を潤滑させる方法を提供し、この方法は、そこに
、本明細書中で記述した組成物を含有する潤滑剤を供給する工程を包含する。この組成物
を使用すると、ＴＢＮの抑制、清浄化特性、耐摩耗性能および堆積物の抑制の１つまたは
それ以上がなされ得る。
【００７２】
　１実施態様では、本発明は、２－ストローク船舶ディーゼルシリンダーを潤滑させる方
法を提供し、この方法は、以下を含有する潤滑組成物で該２－ストローク船舶ディーゼル
シリンダーを潤滑させる工程を包含する：
　（ａ）２ｍｍ２／ｓ～１２ｍｍ２／ｓのライトニュートラル基油；
　（ｂ）０～２０重量％のヘビーニュートラル基油またはブライトストックであって、該
ヘビーニュートラル基油またはブライトストックは、１２ｍｍ２／ｓより高く４０ｍｍ２

／ｓまでの粘度を有する；
　（ｃ）高分子増粘剤；および
　（ｄ）以下を含有する少なくとも１種の性能添加剤：、分散剤、耐摩耗剤、清浄剤また
はそれらの混合物；
　ここで、該高分子増粘剤は、８０００より高い重量平均分子量（Ｍｗ）を有し、そして
１２ｍｍ２または１５ｍｍ２／ｓ～２９ｍｍ２／ｓの全粘度（またはＳＡＥ　４０～ＳＡ
Ｅ　６０の範囲の粘度等級）を該潤滑組成物に与える量で存在している；該分散剤または
清浄剤は、存在するとき、該潤滑組成物に塩基性を与える；そして該組成物は、少なくと
も１０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇの全塩基価を有する。
【００７３】
　以下の実施例は、本発明を例示する。これらの実施例は、全てを網羅するものではなく
、本発明の範囲を限定するとは解釈されない。
【実施例】
【００７４】
　調製実施例１～７で使用した全ての添加剤成分は、Ｔｈｅ　Ｌｕｂｒｉｚｏｌ　Ｃｏｒ
ｐｏｒａｔｉｏｎから市販されている。これらの実施例で使用した全ての性能添加剤は、
通常の量の希釈剤を含めて、供給された重量パーセントを引用する。
【００７５】
　（調製実施例１：システム油組成物（Ｐ１））
　１～１５のＴＢＮを有し、分散剤１ｗｔ％、ＺＤＤＰ（０．５ｗｔ％）、２５０ＴＢＮ
フェネート清浄剤６ｗｔ％、ニュートラルスルホネート清浄剤０．５ｗｔ％および基油（
これは、ライト溶媒ニュートラル油およびブライトストックを含む）を含有するシステム
油を調製する。このシステム油組成物は、１１ｍｍ２／ｓの粘度を有する。
【００７６】
　（調製実施例２：システム油組成物（Ｐ２））
　２～７のＴＢＮを有し、分散剤０．５ｗｔ％、ＺＤＤＰ（０．３ｗｔ％）、２５０ＴＢ
Ｎフェネート清浄剤１．０ｗｔ％、ニュートラルスルホネート清浄剤１．２ｗｔ％、酸化
防止剤０．２ｗｔ％および基油（これは、Ｅｘｘｏｎ　１５０ライトニュートラル基油４
．８ｗｔ％およびＥｘｘｏｎ　６００ライトニュートラルブライトストック９２．２ｗｔ
％を含む）を含有するシステム油を調製する。このシステム油組成物は、１１ｍｍ２／ｓ
の粘度を有する。
【００７７】
　（調製実施例３：ＳＡＥ５０潤滑油組成物（Ｐ３））
　３～３０のＴＢＮを有し、分散剤１．５ｗｔ％、ＺＤＤＰ（０．５ｗｔ％）、２５０Ｔ
ＢＮフェネート１２ｗｔ％、および基油（これは、溶媒ニュートラル油およびブライトス
トックを含む）を含有するコア潤滑油組成物を調製する。このコア潤滑油組成物は、１９
．５ｍｍ２／ｓの粘度を有する。
【００７８】
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　（調製実施例４：ＳＡＥ　５０　潤滑油組成物（Ｐ４））
　４～１０のＴＢＮを有し、ホウ酸塩化分散剤１ｗｔ％、２５０ＴＢＮフェネート６．５
ｗｔ％、および基油（これは、溶媒ニュートラル油およびブライトストックを含む）を含
有するコア潤滑油組成物を調製する。このコア潤滑油組成物は、１９．５ｍｍ２／ｓの粘
度を有する。
【００７９】
　（調製実施例５：高ＴＢＮ組成物（Ｐ５））
　４００ＴＢＮオーバーベース化スルホネート清浄剤５０ｗｔ％および５００ＳＮベース
ストック５０ｗｔ％の２００ＴＢＮ濃縮物から、高ＴＢＮ組成物を調製する。
【００８０】
　（調製実施例６：高ＴＢＮ組成物（Ｐ６））
　５００ＴＢＮオーバーベース化スルホネート清浄剤８０ｗｔ％および５００ＳＮベース
ストックの４００ＴＢＮ濃縮物２０ｗｔ％から、高ＴＢＮ組成物を調製する。
【００８１】
　（調製実施例７：高分子増粘剤組成物（Ｐ７））
　調製実施例７は、１０５～１０６の重量平均分子量Ｍｗを有するポリメタクリレート粘
度指数向上剤である。
【００８２】
　（実施例１～１０）
　実施例１～１０は、以下で示す調製実施例１～７の一部をブレンドすることにより、調
製される：
【００８３】
【化１】

　（実施例１１（ＥＸ１１））
　調製実施例２から得た新鮮システム油７９．４ｗｔ％、１５０ＴＢＮフェネート清浄剤
２．６ｗｔ％、４００ＴＢＮスルホネート清浄剤１５ｗｔ％、ホウ酸塩化分散剤０．８ｗ
ｔ％および調製実施例７の生成物２．２ｗｔ％から、潤滑組成物を調製する。この潤滑組
成物は、６７．２のＴＢＮ、および１８．１ｍｍ２／ｓの粘度を有する。
【００８４】
　（実施例１２（ＥＸ１２））
　調製実施例２から得た新鮮システム油４０．３ｗｔ％、調製実施例２から得た使用済み
システム油（これは、エンジンスタッフィングボックス（スタッフィングボックスは、使
用済みシリンダー油からシステム油を分離するために、クランクケースに取り付けられて
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用済みシステム油は、最初は、調製実施例２のシステム油から誘導される。この潤滑組成
物は、さらに、１５０ＴＢＮフェネート清浄剤２．５ｗｔ％、４００ＴＢＮスルホネート
清浄剤１４．２ｗｔ％、ホウ酸塩化分散剤０．７ｗｔ％および調製実施例７の生成物２ｗ
ｔ％を含有する。この潤滑組成物は、６７．２のＴＢＮ、および１８．１ｍｍ２／ｓの粘
度を有する。
【００８５】
　（実施例１３（ＥＸ１３））
　調製実施例２から得た使用済みシステム油（これは、エンジンスタッフィングボックス
に由来の汚染物を含有する）８１．７ｗｔ％から、潤滑組成物を調製する。この使用済み
システム油は、最初は、調製実施例２のシステム油から誘導される。この潤滑組成物は、
さらに、１５０ＴＢＮフェネート清浄剤２．３ｗｔ％、４００ＴＢＮスルホネート清浄剤
１３．４ｗｔ％、ホウ酸塩化分散剤０．７ｗｔ％および調製実施例７の生成物１．９ｗｔ
％を含有する。この潤滑組成物は、６６．２のＴＢＮ、および１７．８ｍｍ２／ｓの粘度
を有する。
【００８６】
　（参考例１（ＲＦ１））
　参考例は、調製実施例７の化合物が存在しないこと以外は、実施例１１と同じである。
さらに、そのシステム油は、Ｅｘｘｏｎ　６００Ｎ基油５５ｗｔ％およびＥｘｘｏｎ　１
５０ブライトストック基油２３．７ｗｔ％で置き換える。この参考例は、６８．９のＴＢ
Ｎ、および１８．７ｍｍ２／ｓの粘度を有する。
【００８７】
　（参考例２（ＲＦ２））
　参考例は、調製実施例７の化合物が存在しないこと、およびＺＤＤＰが０．５ｗｔ％で
存在すること以外は、実施例１１と同じである。さらに、そのシステム油は、Ｅｘｘｏｎ
　６００Ｎ基油５５．９ｗｔ％およびＥｘｘｏｎ　１５０ブライトストック基油２３．８
ｗｔ％で置き換える。この参考例は、６８．９のＴＢＮ、および１８．７ｍｍ２／ｓの粘
度を有する。
【００８８】
　（試験１：Ｃａｍｅｒｏｎ　Ｐｌｉｎｔ摩耗試験）
　Ｃａｍｅｒｏｎ　Ｐｌｉｎｔ　ＴＥ－７７（商標）は、往復摩耗試験機である。この試
験では、鋼球上部試験片を、鋼鉄製フラット下部試験片に接して、往復させる。潤滑剤試
料は、まず最初に、硫酸３．５ｗｔ％で処理する。次いで、このＣａｍｅｒｏｎ　Ｐｌｉ
ｎｔに、試料１０ｍｌを充填し、５０℃まで加熱し、そして２０分間保持する。次いで、
この試料を、２分間にわたって、２４０Ｎの負荷にかけると同時に、１５ｍｍのストロー
ク長にわたって、１０Ｈｚで、往復を開始する。次いで、この試料を、１分間あたり２℃
で、３５０℃まで加熱し、次いで、その温度で、３時間保持する。この試験の最後に、薄
膜破壊の開始を測定する。薄膜破壊の開始は、接触薄膜で測定される油膜が最初にその初
期値の８０％まで低下する温度により、決定される。指定した実施例の潤滑剤を試験する
ことにより得られた結果は、以下で示すとおりである：
【００８９】
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【化２】

　得られた実験データを分析すると、本発明の添加剤パッケージの存在により、システム
油に対して、ＴＢＮの抑制、清浄化特性、耐摩耗性能および堆積物の抑制の１つまたはそ
れ以上が得られる。
【００９０】
　（実施例１４～２６）
　実施例１４～２６は、種々のポリメタクリレート高分子増粘剤２ｗｔ％、スクシンイミ
ド分散剤１．５ｗｔ％、ブライトストック基油７ｗｔ％、６７．４と７２．３ｗｔ％の間
のライトニュートラル基油および清浄剤パッケージを含有する。実施例１４～２２の清浄
剤パッケージは、３５０～５００ＴＢＮの範囲のＴＢＮを有するスルホネート清浄剤の混
合物を含有する。実施例２３～２６は、スルホネート清浄剤とフェネート清浄剤の混合物
を含有する。
【００９１】
　参考例３（ＲＦ３）は、市販の船舶ディーゼルシリンダー潤滑剤である。
【００９２】
　（試験２：パネルコーカー（Ｐａｎｅｌ　Ｃｏｋｅｒ））
　およそ２３３ｇの試料を２５０ｍＬ　Ｐａｎｅｌ　Ｃｏｋｅｒ装置に入れ、そして３２
５℃まで加熱する。この試料を、１５秒間にわたって、金属板に跳ねかけ、次いで、４５
秒間焼き付ける。この跳ねかけおよび焼き付けのサイクルを、およそ３時間継続する。こ
の試料を室温まで冷却しそして金属プレート上に残っている堆積物の量を測定する。指定
した実施例の潤滑剤を試験することにより得られた結果は、以下で示すとおりである：
【００９３】

【化３】

　要約すると、パネルコーカー試験の結果は、本発明の組成物が従来の船舶ディーゼルシ
リンダー潤滑剤よりも堆積物の形成が少ないことを証明している。
【００９４】
　本発明を説明しているものの、それらの種々の変更は、本明細書を読めば、当業者に明
らかなことが理解できるはずである。従って、本明細書中で開示の発明は、添付の請求の
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範囲に入るこれらの変更を含むべく意図されていることが理解できるはずである。
【００９５】
　上で引用した各文献の内容は、本明細書中で参考として援用されている。実施例を除い
て、他に明らかに指示がなければ、物質の量を特定している本記述の全ての数値量、反応
条件、分子量、炭素原子数などは、「約」という用語により修飾されることが分かる。他
に指示がなければ、本明細書中で言及した各化学物質または組成物は、その異性体、副生
成物、誘導体、および市販等級の物質中に存在すると通常考えられているような他のこの
ような物質を含有し得る、市販等級の物質であると解釈されるべきである。しかしながら
、各化学成分の量は、他に指示がなければ、市販等級の物質に通例存在し得る溶媒または
希釈油を除いて、提示されている。同様に、本発明の各要素の範囲および量は、他の要素
のいずれかの範囲または量と併用され得る。本明細書中で示した上限および下限の量、範
囲および比は、別個に組み合わされ得ることが分かる。本明細書中で使用するように、属
（またはリスト）のいずれかの要素は、請求項から除外される場合がある。
【００９６】
　本明細書中で使用する「ヒドロカルビル置換基」または「ヒドロカルビル基」との用語
は、通常の意味で使用され、これは、当業者に周知である。具体的には、それは、分子の
残部に直接結合した炭素原子を有しそして炭化水素的性質または主として炭化水素的な性
質を有する基を意味する。ヒドロカルビル基の例には、以下が挙げられる：
　（ｉ）炭化水素置換基、すなわち、脂肪族置換基（例えば、アルキルまたはアルケニル
）、脂環族置換基（例えば、シクロアルキル、シクロアルケニル）、および芳香族置換さ
れた芳香族置換基、脂肪族置換された芳香族置換基および脂環族置換された芳香族置換基
などだけでなく、環状置換基。ここで、この環は、分子の他の部分により、完成されてい
る（例えば、２個の置換基は、一緒になって、環を形成する）；
　（ｉｉ）置換された炭化水素置換基、すなわち、非炭化水素基を含有する置換基。この
非炭化水素基は、本発明の文脈では、置換基の主な炭化水素的性質を変化させない（例え
ば、ハロ（特に、クロロおよびフルオロ）、ヒドロキシ、アルコキシ、メルカプト、アル
キルメルカプト、ニトロ、ニトロソ、およびスルホキシ）；
　（ｉｉｉ）ヘテロ置換基、すなわち、本発明の文脈内では、主として炭化水素的性質を
有しながら、環または鎖の中に存在する炭素以外の原子を有するが、その他は炭素原子で
構成されている基。ヘテロ原子には、イオウ、酸素、窒素が挙げられ、ピリジル、フリル
、チエニルおよびイミダゾリルのような置換基を包含する。一般に、このヒドロカルビル
基では、各１０個の炭素原子に対し、２個以下の非炭化水素置換基、または１個以下の非
炭化水素置換基が存在する。典型的には、このヒドロカルビル基には、このような非炭化
水素置換基は存在しない。
【００９７】
　上記物質のいくつかは、最終調合物と相互作用し得、その結果、最終調合物の成分は、
最初に加えたものとは異なり得ることが知られている。そのように形成された生成物は、
本発明の組成物をその目的用途で使用すると形成される生成物を含めて、簡単に記述でき
ない場合がある。それにもかかわらず、このような全ての改良および反応生成物は、本発
明の範囲内に含まれる；本発明は、上記成分を混合することにより調製された組成物を包
含する。
【産業上の利用可能性】
【００９８】
例えば、本発明の好ましい実施形態では、以下が提供される。
　（項１）
少なくとも１６００キロワットの出力を備えた内燃機関を潤滑組成物で潤滑させる方法で
あって、該方法は、以下の工程を包含する：
　（１）該内燃機関の１つまたはそれ以上の性能特性をモニターする工程；
　（２）潤滑組成物に所望のＴＢＮレベルを与えるように添加剤パッケージを選択して、
該内燃機関の該性能特性を変える工程；
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　（３）工程（２）の該添加剤パッケージと、（ａ）約２ｍｍ２／ｓ～１２ｍｍ２／ｓの
粘度を有し、ライトニュートラル基油を含有する成分と、必要に応じて、（ｂ）１２ｍｍ
２／ｓより高く約４０ｍｍ２／ｓまでの粘度を有し、ヘビーニュートラル基油またはブラ
イトストックを含有する成分とを混ぜ合わせて潤滑組成物を形成する工程；そして
　（４）工程（３）の該潤滑組成物を該内燃機関に供給する工程；
　ここで、該潤滑組成物は、少なくとも１０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇの全塩基価を有する；そし
て、ここで、該ライトニュートラル基油を含有する該成分は、内燃機関に利用できるオイ
ルリザーバから供給される、
　方法。
　（項２）
前記潤滑組成物の前記全塩基価が、約３０またはそれ以上である、上記項１に記載の方法
。
　（項３）
前記内燃機関が、少なくとも約３０００キロワットの出力を有する、上記項１に記載の方
法。
　（項４）
前記内燃機関が、２－ストローク船舶ディーゼルエンジンである、上記項１に記載の方法
。
　（項５）
前記ライトニュートラル基油が、新規または使用済みクランクケースシステム油から提供
される、上記項１に記載の方法。
　（項６）
前記潤滑組成物の前記全塩基価が、３０ｍｇ　ＫＯＨ／ｇ以上である、上記項１に記載の
方法。
　（項７）
前記機関の前記１つまたはそれ以上の特性が、摩耗、エンジン負荷、ＴＢＮの変化、堆積
物、または腐食を含む、上記項１に記載の方法。
　（項８）
前記リザーバが、デイタンクまたはシリンダー油サービスタンクまたは貯蔵タンクである
、上記項１に記載の方法。
　（項９）
工程（２）の前記添加剤パッケージが、ブレンダーにおいて、基油と混ぜ合わされる、上
記項１に記載の方法。
　（項１０）
工程（２）の前記添加剤パッケージが、さらに、少なくとも１種の性能添加剤を含有し、
該性能添加剤が、高分子増粘剤、分散剤、耐摩耗剤、清浄剤またはそれらの混合物を含む
、上記項１に記載の方法。
　（項１１）
前記高分子増粘剤が、約８０００より高く約２５，０００までの重量平均分子量Ｍｗを有
するポリイソブチレンまたは約２０，０００～約３００，０００の重量平均分子量Ｍｗを
有するポリ（メタ）アクリレートを含有する、上記項１０に記載の方法。
　（項１２）
前記清浄剤が、スルホネート、フェネートまたはそれらの混合物を含有する、上記項１０
に記載の方法。
　（項１３）
前記分散剤が、ポリイソブチレンスクシンイミドを含有する、上記項１０に記載の方法。
　（項１４）
前記耐摩耗剤が、ヒドロカルビルジチオリン酸金属を含有する、上記項１０に記載の方法
。
　（項１５）
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前記ライトニュートラル基油が、前記潤滑組成物の約５０～約９９．９重量パーセントで
存在している；前記ヘビーニュートラル基油またはブライトストックが、該潤滑組成物の
約０．０１～約２５重量パーセントで存在している；そして少なくとも１種の性能添加剤
が、該潤滑組成物の約０．０１～約２５重量パーセントで存在している、上記項１に記載
の方法。
　（項１６）
シリンダー潤滑剤を製造するための、添加剤パッケージを添加したシステム油の使用。
　（項１７）
２－ストローク船舶ディーゼルエンジンにおけるシリンダー潤滑剤としての、上記項１６
に記載のシステム油の使用。
　（項１８）
前記システム油が、使用済みクランクケースシステム油に由来している、上記項１６に記
載のシステム油。
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